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1.はじめに

マニュアルトランスミッション車の加速時の車体前後振動
(事象名称---ガクガク振動/ロデオショック/ドンギクシャク等)

　①設計値ベースでモデル化かつ図面段階での検討が可能なもの
　②2～5Hz付近の極低周波事象を再現かつ構成要素を簡素化

　③主着眼要素は以下のシステム特性
　　　　　1)エンジントルク入力
　　　　　2)駆動系捩り剛性
　　　　　3)エンジンマウント支持剛性

　④台上実験等で得られた上記完成車システム特性について、
　　モデル代入が簡便であること

<狙い>

<条件>
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2.実験車両

弊社　欧州仕様
排気量:1800cc 4気筒

ガソリンエンジン搭載
5速マニュアルトランスミッション
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実験
1)静的実験

駆動系捩り剛性、ガタ、エンジンロール剛性
ロール弾性主軸、イナーシャ、慣性主軸等

2)インパクト加振,スライドベッド台上加振

エンジン剛体6モード、固有値

排気系の影響等

3)実走実験

エンジン気筒内圧、図示平均有効圧
ドライブシャフトトルク、車体各部加速度

解析
A)図面値ベースADAMS
　  シミュレーションモデル作成

B)実験データ反映、コリレーション

C)線形固有値解析による

　　寄与部位特定

実験と解析を並行で行うことにより実験と解析を並行で行うことにより
モデルの精度向上を狙ったモデルの精度向上を狙った

3.アプローチ

実車部品案別による最終検証
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4.ADAMS解析モデル

エンジンの入力波形以外はエンジンの入力波形以外は
全て物理的要素でモデル化全て物理的要素でモデル化

FRONT VIEW

ISO VIEW
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トルクバー入力に対する駆動系トルクバー入力に対する駆動系//エンジンマウント系の回転方向剛性を確認エンジンマウント系の回転方向剛性を確認

5-1.静的実験手法

前輪左側ホイールハブ固定 前輪右側トルクバーによるトルク負荷

ホイールハブ固定治具 ホイールハブアタッチメント

トルクバー

ロードセル



5-2.静的実験解析結果

実験結果の傾向を十分に再現した実験結果の傾向を十分に再現した

駆動系剛性

実験
計算

実験
計算

エンジンマウント剛性
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6-1.走行実験手法

<走行条件>
　◎ドンギク走行　(1車両4条件)

・1速ギア/2速ギア
・低速コースト 1)1500rpmからの1/8スロットル開度

2)1500rpmからの全開加速

<主な評価点>
　◎車体側前後方向振動
　◎ドライブシャフトトルク
　◎図示平均有効圧値（Pi値）

※その他参考として、エンジン、
　　車体系の各部振動を測定



6-2.走行実験解析結果

動解析でも実験結果の傾向を十分に再現した動解析でも実験結果の傾向を十分に再現した

実験
計算

2速ギア1500rpmからのWOT時

ドライブシャフトトルク

車体前後振動

実験
計算



解析結果アニメーション

2速ギア1500rpmからのWOT時
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ENG/MISSENG/MISS内部の回転物の寄与が大きい内部の回転物の寄与が大きい

7-1.線形固有値解析

運動エネルギー分布
　(重量イナーシャ重量イナーシャ)



駆動系剛性や駆動系剛性やFR/SUSFR/SUS前後剛性・前後剛性・FRFRタイヤ前後力特性などの寄与大タイヤ前後力特性などの寄与大

7-1.線形固有値解析

歪エネルギー分布
　　(バネ要素バネ要素)



7-2.検証実験解析結果

駆動系高剛性化による固有値上昇が再現駆動系高剛性化による固有値上昇が再現

変更内容→駆動系高剛性化(捩り剛性2.7倍)

BASE
変更後

2速ギア1500rpmからのWOT時

車体前後振動 (実験)

車体前後振動 (計算)

BASE
変更後



着眼部位以外での確認事例 変更内容→軽自動車用タイヤサイズ適用(前後力0.7倍)

タイヤサイズダウンにより、前後振動収斂性が大幅に低減タイヤサイズダウンにより、前後振動収斂性が大幅に低減

BASE
変更後

BASE
変更後

2速ギア1500rpmからのWOT時

ドライブシャフトトルク

車体前後振動
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8.まとめ

1.モデル化時に実現象を代表する精度良いパラメータの選定を
　行うことで、複雑なモデルを作成することなく汎用ソフトウエア
　の一般的な機能を使って迅速で十分な成果が得られることが
　判った。

2.実験で得られた完成車システム特性を活用することで、机上
　での実車現象の再現が可能となり、各部特性別での比較検討
　が可能となった。


